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研究の動機 
　私達が知っている「じゃんけんぽいぽい」
には2通りの遊び方があり、途中で手をか
える方法で行った場合の勝つ確率を知
り、不敗法を編み出したいと考えたから
だ。 

先行研究 
手をかえるじゃんけんぽいぽいを2人で行
い、勝つ確率を求める。 
全ての場合を書き出して求めた不敗率は
約96%と証明された。また、コンピューター
で試行を行った時の不敗率も約96％で
あった。よって約96%の確率で不敗となるこ
とが裏付けされた。 
不敗法の手順 
自分の一手目はグーに固定する。 
「じゃんけんぽいぽい」の場面を3通りに分
ける。 
(i)相手がチョキを出した時、チョキを出す。 
(ii)相手がグーを出した時、パーを出す。 
(iii)相手がパーを出した時、自由に出す。 
その後の手順 
(I)相手と自分との間にあいこが2組ある時 
自分の出している二手間での勝敗で勝っ
ている方の手を替える。 
(II)相手と自分との間にあいこが1組ある時 
自分の出している二手間での勝敗で負け
ている方の手を替える。 
 
※じゃんけんの手の対称性を利用すれ
ば、初めの手をチョキや 
パーに固定しても、 
この不敗法を使う 
ことが出来る。 
 
これから、この研究が 
正しいかを確認する。 
 
 

必要な道具 
・数取器　・ノートパソコン 
 

仮説 
　3人で行う「じゃんけんぽいぽい」にも、不
敗法はあるのではないか。 

研究計画 
(１)じゃんけんぽいぽいのルールを元に、
すべての場合を書き出し、負ける場合を
削除する。その時、不敗法によって負けな
かった確率を求める。 
⑵コンピューターを用いた試行を行い、
(１)で求めた確率で不敗となることを確認
する。 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4～7月 3人で行う「じゃんけんぽ
いぽい」の場合を書き出
し、不敗となる確率を求め
る。 

8～12月 コンピューターを用いて試
行を行い、求めた確率が
正しいことを確認する。 

研究方法 
「じゃんけんぽいぽい」を3人で行うと考
え、その中での不敗法の手順を生み出
す。 

イラスト 
「https://images.app.goo.gl/RZjvHv9M9dqLiVuk8」 


